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小売電気事業の新しい姿と
需給貢献・価値提案の展望



電気料⾦の70%を占めるkWh(Energy)料⾦の⽀払い⽅法についてい
くつかのパータンがあり、特に変動性ヘッジがポイント。

⽶国⾃由化市場での⼩売り料⾦とビジネスソリューション② 1米国小売電気事業者の卸市場変動反映のパターン)



高圧・特別高圧電気料金メニューの動き(イメージ)
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※リスクの反映にパターンが出てくればユーザー
にとって比較や選択に高度な知識が必要になる。



4
セット売り原始的段階→Xaas(サブスク化)段階→支払いコントロール含むプラットホームの進化
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欧州における電力サービスの進化(kWhセルとDER活用の融合)



残された課題(コンテスタビリティとサービスイノベーション)

〇小売電気事業の有効競争維持(ユーザーにとってのコンテ
スタビリティ)と家庭用ユーザー保護(燃調上限あり)には
強いジレンマがある。どう可決するか

〇仮に特定事業者(経過措置約款等)に支配的地位がある場
合、その提供事業者がDRやエネマネ等のサービスイノベ
ーションに対してオープンな姿勢でなければ、サービスイ
ノベーションの妨害になる。
※大きな事業者ほどCIS等システムの弾力性が低く、一

部を除いて新サービス連携の実績が新電力より少ない。
※事業者のKPIにはkWh販売や市場シェアが優先的に入っ

ている場合がある(利益やサービスではない)。
※kWh購入とサービス購入のアンバンドリングは可能か??
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